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県
民
の
世
論
と
運
動
の
力
で
廃
炉
に

　

3
月
５
日（
広
島
）、18
日（
松
山
）運
転
差
止
訴
訟
に
注
目
を

伊
方
原
発
を
と
め
る
会

◆
四
国
４
県
、１
８
０
０
人
の
会
員
・
支
援
者

　

伊
方
原
発
を
と
め
る
会
（
事
務
局
長
・
須
藤
昭

男
）
は
、
愛
媛
県
松
山
市
内
に
事
務
所
が
あ
る
市
民

団
体
で
す
。
松
山
市
か
ら
50
～
60
キ
ロ
の
佐
田
岬

半
島
に
位
置
す
る
四
国
電
力
伊
方
原
子
力
発
電
所

を
と
め
る
こ
と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
四
国
4
県
の

他
、
全
国
の
個
人
・
団
体
合
わ
せ
て
約
１
８
０
０
人

の
会
員
・
支
援
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
方
原
発
を
と
め
る
た
め
に
、
第
１
は
、
国
策
を

原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
、

第
２
は
、
愛
媛
県
知
事
や
伊
方
町
長
が
稼
働
に
同
意

し
な
い
こ
と
、
第
３
は
、
裁
判
所
の
稼
働
停
止
の
判

決
、第
４
は
、四
国
電
力
自
身
が
原
発
を
と
め
、廃
炉

を
決
定
す
る
こ
と
、
そ
の
鍵
は
、
主
権
者
で
あ
る
県

民
の
世
論
と
運
動
の
力
だ
と
い
う
確
信
の
も
と
、
さ

ま
ざ
ま
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

◆
次
の
世
代
に
負
の
財
産
を
背
負
わ
せ
な
い

　
「
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故

は
、
人
間
が
制
御
し
き
れ
な
い
原
発
の
実
態
を
示
し

ま
し
た
。
今
も
事
故
の
収
束
に
至
ら
ず
、
膨
大
な
被

害
と
深
刻
な
影
響
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
原
発
と

人
類
は
共
存
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
白
に
な

り
ま
し
た
。

　

政
府
や
東
電
の
責
任
は
と
て
つ
も
な
く
重
い
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
故
を
起
こ
し
た
現
実
を
許

し
て
き
た
私
た
ち
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
今
に
生
き
る
者
の
責
務
と
し
て
、
更
に
は
、
こ
れ
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か
ら
生
ま
れ
て
く
る
命
の
為
に
も
、『
負
の
遺
産
』を

背
負
わ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
私

た
ち
の
原
発
に
反
対
す
る『
運
動
の
原
点
』で
す
。

　

福
島
で
の
事
故
を
風
化
さ
せ
ず
、
原
発
を
と
め
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
国
民
的
合
意
と
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
立
ち
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
を
変
え
、
世

界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
微
力
だ
が
無
力

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な『
い
の
ち
』を
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
為
に
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
」

　

こ
れ
は
会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
草
薙
順
一
弁

護
士
の
言
葉
で
す
。
愛
媛
県
で
数
々
の
住
民
訴
訟
に

携
わ
れ
た
草
薙
弁
護
士
が
、
２
０
１
１
年
5
月
か
ら

愛
媛
県
内
の
労
働
組
合
、
政
党
、「
原
発
さ
よ
な
ら
四

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
伊
方
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
中
止
を
求
め
る
県
民
共
同
の
会
」
な
ど
の
市
民
団

体
、弁
護
士
、宗
教
者
、市
民
運
動
に
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
に
声
を
か
け
、
6
月
か
ら
7
回
の
準
備
会
、

3
回
の
弁
護
団
準
備
会
議
と
学
習
会
を
重
ね
、
そ
の

年
の
11
月
3
日
、
伊
方
原
発
を
と
め
る
会
は
誕
生
し

ま
し
た
。

◆「
伊
方
原
発
運
転
差
止
訴
訟
」提
訴
か
ら
14
年

　

２
０
１
１
年
12
月
8
日
、
３
０
０
人
の
原
告
が
四

国
電
力
を
相
手
に
伊
方
原
発
の
運
転
差
止
を
求
め

て
松
山
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。
22
年
に
第
6
次
提

訴
を
行
い
、
原
告
総
数
は
１
５
０
２
人
で
す
。
四
国

内
の
全
市
町
村
ば
か
り
で
な
く
、
福
島
か
ら
の
避
難

者
、広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
の
み
な
さ
ん
、早
坂
暁
、

片
山
恭
一
、
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
な
ど
著
名

な
方
た
ち
も
原
告
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
16

年
に
1
号
炉
、
18
年
に
2
号
炉
の
廃
炉
が
決
ま
り
、

現
在
は
3
号
炉
の
み
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
判
決
日
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

◆
3
月
18
日
松
山
地
裁
判
決
前
に
一
斉
行
動
展
開
中 

　

裁
判
の
主
な
争
点
は
、地
震
・
火
山（
阿
蘇
の
巨
大

噴
火
の
可
能
性
）・
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト（
重
大
事

故
）
対
策
・
避
難
計
画
な
ど
で
す
。
ど
の
争
点
に
お

い
て
も
法
廷
内
の
審
理
で
は
、
住
民
側
の
主
張
･
立

証
が
四
国
電
力
を
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
。
良
識
の

あ
る
裁
判
官
な
ら
下
す
判
断
は
、
原
告
勝
訴
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
裁
判
所
が
本
来
の
使
命
を
果
た
し
て
、

運
転
差
止
の
判
決
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

判
決
を
前
に
し
て
、
四
国
4
県（
愛
媛
、
香
川
、
高

知
、
徳
島
）の
会
員
や
原
告
が
中
心
に
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
で
横
断
幕
「
地
震
は
と
め
ら
れ
な
い
。
で

も
、
原
発
は
と
め
ら
れ
る
！
」
や
裁
判
の
争
点
や
経

過
を
簡
略
に
説
明
し
た
チ
ラ
シ
「
地
震
列
島
に
原
発

は
い
ら
な
い
！
！
」
を
使
っ
て
、
伊
方
原
発
の
廃
炉

を
訴
え
て
い
ま
す
。

◆
四
国
電
力
は
四
面
楚
歌
・
３
月
５
日
は
広
島
地
裁

　

実
は
、
伊
方
原
発
運
転
差
止
訴
訟
は
立
地
県
の
松

山
地
裁
ば
か
り
で
な
く
、
原
発
を
囲
む
他
の
3
県
の

住
民
た
ち
か
ら
も
提
訴
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
被

告
・
四
国
電
力
は
4
つ
の
県
の
住
民
ら
か
ら
訴
訟
を

起
こ
さ
れ
て
四
面
楚
歌
状
態
で
す
。
松
山
地
裁
提

訴
の
次
に
、広
島
地
裁（
16
年
3
月
11
日
提
訴
）、大
分
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地
裁
（
16
年

9
月
28
日
提

訴
）、
山
口
地

裁
岩
国
支
部

（
17
年
12
月

27
日
提
訴
）

と
続
き
ま
し

た
。

　

こ
の
中

で
、
大
分
裁

判
は
昨
24
年

3
月
7
日
に

不
当
判
決
を

受
け
福
岡
高
裁
で
控
訴
審
中
で
す
。

　

そ
し
て
、
3
月
5
日
に
広
島
地
裁
で
の
判
決
が
あ

り
、
そ
れ
に
続
い
て
3
月
18
日
に
は
松
山
地
裁
で
の

判
決
と
い
う
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

◆
学
習
会
・
広
報
・
署
名
・
請
願
…
廃
炉
に
向
け
て

　

①
講
演
会
、集
会
、学
習
会
を
通
し
て
、伊
方
原
発

の
危
険
性
を
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
14
年
間
に
、学
者
、文
化
人
、研
究
者
、原
発
技

術
者
、弁
護
士
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、市
民
運
動
の
方

な
ど
多
士
済
々
の
方
々
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
学

習
会
や
講
演
会
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
松
山
で
は
、
毎
月
第
1
水
曜
日
の
街
頭
行
動

「
市
駅
前
定
例
ア
ク
シ
ョ
ン
」を
続
け
て
い
ま
す
。
12

年
か
ら
毎
年
3
月
11
日
に
集
会
・
デ
モ
を
行
い
、
13

年
に
は
再
稼
働
阻
止
の
た
め
の
大
集
会
を
開
催
、
全

国
か
ら
８
０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、伊
方
原
発
ゲ
ー
ト
前
で
の
行
動
、伊
方
町
・
八
幡

浜
市
内
で
の
チ
ラ
シ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

②『
伊
方
原
発
を
と
め
る
会
ニ
ュ
ー
ス
』や
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
会
員
・
支
援
者
に
情
報
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
は
11
年
以
来
、
年
4
回
発
行
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
2
月
末
に
第
50
号
を
発
行
予

定
で
す
。

　
「
伊
方
原
発
を
と
め
る
会
」
の
公
式
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
で
こ
れ
ま
で
の
裁
判
の
資
料
や
活
動
の
様
子
を

見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

③ 

署
名
活
動
、
議
会
へ
の
請
願
、
知
事
へ
の
申
し

入
れ
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

署
名
活
動
に
3
度
取
組
み
、
総
数
45
万
６
３
２
２

筆
の
署
名
を
愛
媛
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。
13

年
～
14
年
に
は
経
済
産
業
省
、
原
子
力
規
制
委
員
会

へ
の
要
請
行
動
、
国
会
で
の
院
内
集
会
を
行
い
ま
し

た
。
14
年
2
月
に
は
、
四
国
の
95
市
町
村
議
会
す
べ

て
に
陳
情
・
請
願
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
国
電
力
や
知
事
へ
の
申
し
入
れ
、
県
議
会
へ
の

請
願
を
繰
り
返
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、
愛

媛
県
内
20
市
町
の
議
会（
一
部
は
首
長
）へ
、「
憲
法
13

条
に
示
さ
れ
る
、
住
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
知
事
に
伊
方
原
発
稼

働
同
意
の
撤
回
を
求
め
る
」請
願（
陳
情
）に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆「
福
島
を
く
り
返
さ
な
い
」た
め
に
継
続
を

　

福
島
原
発
事
故
後
か
ら
14
年
が
経
過
し
、「
原
発

神
話
」
が
復
活
、
政
府
の
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
案
で
は
「
可
能
な
限
り
原
発
依
存
度
の
低
減
」

の
文
言
を
削
除
、原
発
を「
最
大
限
活
用
」と
、脱
原
発

と
は
真
逆
の
方
向
で
す
。
が
、私
た
ち
は「
福
島
を
く

り
返
す
な
、
福
島
を
忘
れ
る
な
、
伊
方
原
発
は
廃
炉

に
！
」と
闘
い
を
続
け
ま
す
。

　

勝
訴
し
て
も
敗
訴
し
て
も
高
松
高
裁
で
の
控
訴

審
は
必
至
。
今
、
と
め
る
会
事
務
局
は
そ
の
準
備
中

で
す
。
全
国
の
皆
様
の
暖
か
い
応
援
を
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
＝
事
務
局
：
泉
京
子
・
奥
田
恭
子
）
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岡
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